
We will PLUS new value to

the ocean shipping industry and society

東京金融賞 表彰式

2025.03.03



SU企業
新規事業海運•物流

3 0 ％ 7 0 ％

CVC

投 資 •

リソース提供

アイデア•

テクノロジー

アイデア•

テクノロジー

外航海運業、それは「大型の貨物船で世界中に貨物を輸送すること」。

世界経済を支えるこのビジネスが商船三井の基幹事業であり、誇りです。

そして同時に、地球規模で環境や社会へ影響を与える存在であることから

持続可能な海運業を再定義することが商船三井グループの戦略のコアになっています。

MOL PLUSは、スタートアップ企業がもつ斬新なアイデアやテクノロジーと、

商船三井がもつリソースに相乗効果を生ませ、

中長期的な視点で、海運業のビジネスモデル変革やサステナビリティを実現します。

海運業と社会に新しい価値をPLUSする 出 資 枠 40億円（投資期間 FY2021〜2024 /  ファンド期間の定めなし）

〜5億円チケット

サイズ

投資地域 日本 ( 50％ ) ： 欧州・東南アジア/インド・US・その他地域 ( 50% )

投 資 先 アーリー・ミドルステージ中心（主にシリーズA以降）

商 船 三 井 グ ル ー プ が フ ァ ン ド 期 間 を 設 定 せ ず 中 長 期 的 に ス タ ー ト ア ッ プ 支 援 す る C V C



世 界 有 数 の 海 運 会 社 で あ る 商 船 三 井 グ ル ー プ は

海 運 領 域 を 中 心 に グ ロ ー バ ル な 経 営 リ ソ ー ス を 豊 富 に 有 し て い ま す



海洋環境への影響や責任が大きい産業である

・ビジネスの舞台そのものが海洋であり環境との直接的な関係が強い
・ビジネス規模や船の規模が大きく、環境に与える影響も大きい
・公共財としての海を利用する立場から責任が大きい

株式市場からはもちろんのこと重要顧客である
自動車産業などステークホルダーからの要求も強い

・海運は「景気敏感株」であり株式市場からの要求に答えることも重要
・重要な顧客である自動車産業、エネルギー産業からの要求も大きい

日本はもちろん世界でも業界を牽引する責任がある

・島国日本において、海運業は大きく発達しており、世界３位の規模
・なかでも商船三井は総合海運会社として世界でも有数の存在
・業界の主要プレイヤーとして社会的責任も大きい

出典：日本船主協会 日本の海運 2022-2023

世 界 船 腹 量 に 占め る
日 本 企 業 の 保 有割 合

日本

11%

ギリシャ

18%

中国

12%

シンガ
ポール

8%

その他
38%

環 境 へ の 影 響 が 大 き な 産 業 で あ る こ と 、 ス テ ー ク ホ ル ダ ー か ら の 要 求 が 強 い こ と

ま た 世 界 的 に み て も マ ー ケ ッ ト を 牽 引 す る ポ ジ シ ョ ン に あ る こ と か ら

海 運 ビ ジ ネ ス に お い て サ ス テ ナ ビ リ テ ィ は 非 常 に 重 要 な 経 営 の コ アに な っ て い ま す

運 輸 産 業 に お ける C O 2 排出 量比 率



M O L  P L U S  と し て は 創 業 か ら ま も な く 4 年 で ス タ ー ト ア ッ プ 2 3 社 、 6 フ ァ ン ド へ 、 合 計 4 0 億 円 投 資

海 運 ・ 物 流 ス タ ー ト ア ッ プ だ け で な く 、 新 規 事 業 創 出 領 域 へ も 幅 広 く 投 資

スタートアップ企業投資実績

投資領域

30%

スタートアップ企業投資実績

海運業、物流業のアップグレード
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https://www.captain-eye.com/
https://www.metroweather.jp/
https://www.sendyit.com/
https://www.fleetzero.com/
https://frontm.com/index.html
https://zabooon.com/
https://www.signol.io/
https://www.atomis.co.jp/
https://www.digitalgrid.com/
https://wota.co.jp/
https://regional.fish/
https://amogy.co/
https://kyotofusioneering.com/
https://www.ark.inc/
https://www.mocean.energy/
https://emulsion-flow.tech/
https://innovative-space-carrier.co.jp/
https://www.rapyuta-robotics.com/ja/
https://hycamite.com/
https://enecoat.com/
https://www.everimpact.com/
https://www.pangaeaventures.com/
https://untrod.inc/
https://katapult.vc/ocean/
https://www.motionventures.io/


世界初、船上での
風況計測実験に成功

風況を考慮した
航路最適化で燃料削減
→GHG排出量の削減へ

商船三井は
風力を推進力とする

大型船も開発中

フュージョンエネルギー
産業協議会へ参画し
新産業創出を後押し

次世代エネルギーの
輸送ニーズ、海洋事業

展開において貢献

商船三井も新たな
クリーンエネルギー
研究開発に注力中

×

メトロウェザー株式会社会社名

古本 淳一代 表

2015年設 立

京都市、米国所在地

シリーズA (Extension)シリーズ

京都フュージョニアリング株式会社会社名

小西 哲之代 表

2019年設 立

東京都、英国、米国所在地

シリーズC (Extension)シリーズ

×

投 資 す る だ け で は な い 。 商 船 三 井 本 体 と 投 資 先 の 協 業 に も 力 点 を お き 産 業 創 出 へ 貢 献

持続可能な
エネルギー

脱炭素
社会へ

https://www.mol.co.jp/
https://www.metroweather.jp/
https://www.mol.co.jp/
https://kyotofusioneering.com/


Tokyo
2021~

Singapore
2023~

India
2024~

UK
2022~

US
2023~

再生エネルギーと
CCUS関連特化のCVC

(3年総額投資枠 1億USD)

※ 円の大小は各拠点の商船三井グループ拠点規模を表しています

海 運 会 社 な ら で は の グ ロ ー バ ル な ネ ッ ト ワ ー ク 、 リ ソ ー ス を 生 か し て

東 京 チ ー ム を ハ ブ と し た 世 界 5 拠 点 で 国 際 的 な 視 点 で の 投 資 活 動 を 展 開 し て い ま す



SMART MARITIME 

NETWORK 

スタートアップエコシステムの構築や

スタートアップとの事業連携に関する

取り組みを訴求

GXスタートアップ

ガイダンス公表イベント

経産省主催イベント

GXスタートアップの

成長の難しさや成長軌跡

と壁の乗り越え方を訴求

東京海洋大学

特別講義・ビジネスコンテスト

東京海洋大学での特別講義とビジネスコンテスト

の審査員アントレプレナーシップ教育として、

海に関連する新規事業開発を訴求

SusHi Tech

Tokyo 2024

海運領域における

ゼロエミッションに対する

重要性や取り組みを訴求

東 京 都 で 開 催 さ れ る イ ベ ン ト 、 展 示 会 等 の コ ミ ュ ニ テ ィ に も 積 極 的 に 参 画 し

ス タ ー ト ア ッ プ エ コ シ ス テ ム の 構 築 お よ び 事 業 連 携 に よ る 社 会 課 題 解 決 を ア ピ ー ル
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